
内に騙されるな！江戸の夏と言えば
…穴子。日本一の特産品、下野と言えば…

干瓢。江戸の夏はこれで決まり！旬の味を

たらふく味わう！十二⊥

一六八七年、彦根藩において花木伝右衛門が明の

李時珍の著書「本草綱目」を参考に、牛肉の味噌蔓

活けを考案し、「反本丸」と称したと伝えられる

品を味わう！

見た目も鮮やかな涼を感じる
お江戸スイーツをご用意しまし

た。食後のデザートに、昼下がり

の糖分補給にお召し上がりく

ださい。いつの時代も、甘いもの

は別腹、ぺツバラ…
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江戸時代後期よ好事束籠▲か

た当時の流行歌。季節毎阿東恒恋愛模様

を短い曲の中に織り交ぜて、一般庶民が

楽しめる音楽として流行していた。

彗雷顎宗課慧；慧芸苦票差…呈
吹き流しの手拭いで三味線を弾きな

がら廓や花街を流して歩く。江戸情緒

盗れる街頭芸。

新内節富士元派七代目家元。

1982年東京都生まれ。6歳より父の新内仲三郎（人間国

宝）に師事。東京聾術大学音楽学部邦楽科を卒業し、同大

学院博士課程を修了。論文r琴（筆）を通した上調子の発

生と発達」で東京彗術大学大学院音楽研究科三味線音楽

専攻音楽学位（博士号）を取得。歌舞伎や新派公演、国立

劇場、三越劇場、紀尾井ホール主催公演等に出演。深川江

戸資料館では新内流しの再現を行う。また千代田区アー

イストインスクールの講師となり、子供たちへの普及

細樟三味線を主とし、お座敷唄や長唄等の古典曲か

ら、現代・オリジナル曲等、ジャンルにとらわれない幅

広い演奏と件曲活動をし、独自のスタイルで三味線音

楽を開拓している。現代邦楽研究所第一期生。ビク

ター邦楽技能育英賞受賞。NHK邦楽オーディション

合格。長谷検校記念全国邦楽コンクール優秀賞。慶応

義塾大学国文学科卒業。

江戸時代中期から庶民に親しまれ、後

期、一時的に倹約令で寄席も減少する

ものの、末期には、江戸の落語は隆盛

を極め、安政期には寄席が170軒以上

となる。いきいきと江戸の人々を描き

出す噺が多く、躍動感があり、時代を

超え、未だ人気が高い。

】出演l

古今亭文菊
ここんていぶんぎく

1979年東京都生まれ。

2001年、学習院大学文学部史学科卒業後、古今亭園菊

に入門。2003年1月に前座に、2006年5月にニッ日に

昇進する。2耶2年9月には28人抜きで真打ちに昇進し

て話題に。これまで、NHK新人演芸大賞落語部門大賞、

浅草芸能大賞新人賞などを受賞。

嶋．。′酎

古今亭始
ここんていはじめ

8月25日㊧開演時間 8月26日㊥開演時間

斬内流し 堀（お狩り場前一日本橋）

端　　唄 三味線体験処信濃屋横


